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一
．
成
長
す
る
茶
系
飲
料

　

近
年
、
茶
系
飲
料
が
急
成
長
し
て
い
る
。
二

〇
〇
一
年
に
お
け
る
茶
系
飲
料
の
生
産
量
は

四
八
三
万
㎘
で
、
九
〇
年
に
比
べ
三
・
四
倍
と
な

り
、
こ
の
間
、
年
率
約
一
二
％
で
伸
び
て
き
た
。

茶
系
飲
料
が
飲
料
全
体
（
牛
乳
を
除
く
）
に
占
め

る
割
合
は
三
〇
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、コ
ー
ヒ
ー

飲
料
、
炭
酸
飲
料
、
果
汁
飲
料
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
、
茶
系
飲
料
が
消
費

者
の
健
康
志
向
に
マ
ッ
チ
し
た
こ
と
、
メ
ー
カ
ー

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
成
功
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

普
及
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

茶
系
飲
料
を
種
類
別
に
見
る
と
、
緑
茶

一
四
二
万
㎘
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
一
四
〇
万
㎘
、
ブ

レ
ン
ド
茶
八
〇
万
㎘
、
紅
茶
七
八
万
㎘
、
麦
茶

二
六
万
㎘
、
そ
の
他
一
七
万
㎘
で
あ
る
。
茶
系

飲
料
に
は
一
種
の
流
行
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

ウ
ー
ロ
ン
茶
は
九
〇
年
代
前
半
に
、
紅
茶
・
ブ
レ

ン
ド
茶
は
九
四
年
か
ら
九
七
年
に
急
成
長
し
、
そ

の
後
、
停
滞
な
い
し
減
少
し
て
い
る
が
、
緑
茶
は

一
貫
し
て
増
え
て
お
り
、
特
に
二
〇
〇
〇
〜
〇
一

年
の
二
年
間
で
倍
増
し
た
。
こ
の
よ
う
に
種
類
別

に
見
る
と
変
動
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
茶
系
飲
料

全
体
で
は
持
続
的
に
伸
び
て
き
た
。

二
．
増
大
す
る
茶
の
輸
入

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
近
年
、
茶
の
輸
入
量
が

増
大
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
の
茶
類
（
紅
茶
＋

緑
茶
＋
ウ
ー
ロ
ン
茶
他
）
の
輸
入
量
は
五
八
千
ト

ン
で
あ
り
、
九
〇
年
の
一
・
七
倍
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
輸
入
量
は
国
内
の
荒
茶
生
産
量
の
六
五
％

に
あ
た
り
、
緑
茶
の
輸
入
量
だ
け
み
る
と
国
内
荒

茶
生
産
量
の
一
六
％
に
あ
た
る
。
種
類
別
に
み
る

と
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
二
五
千
ト
ン
、
紅
茶
一
八
千
ト

ン
、
緑
茶
一
四
千
ト
ン
で
あ
り
、
特
に
近
年
は
緑

茶
の
輸
入
量
増
大
が
著
し
い
。
な
お
、
緑
茶
の

八
八
％
、
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
九
五
％
は
中
国
か
ら
の

輸
入
で
あ
る
。
輸
入
緑
茶
の
約
半
分
は
飲
料
の
原

料
と
し
て
使
わ
れ
、そ
の
ほ
か
ほ
う
じ
茶
、テ
ィ
ー

パ
ッ
ク
の
原
料
等
に
使
わ
れ
て
い
る
。
輸
入
緑
茶

の
価
格
は
国
産
茶
の
平
均
価
格
の
六
分
の
一
程
度

で
あ
る
が
、
飲
料
価
格
に
占
め
る
原
料
茶
コ
ス
ト

の
割
合
は
小
さ
く
、
国
産
原
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い

る
茶
系
飲
料
も
多
く
あ
る
。

三
．
国
内
茶
生
産
の
動
向

　

二
〇
〇
〇
年
の
茶
栽
培
面
積
は
五
万
四
百
ha

（
八
〇
年
比
▲
一
七
・
四
％
）、
茶
生
産
量
（
荒

茶
）
は
八
万
九
千
三
百
ト
ン
（
八
〇
年
比
▲

一
二
・
七
％
）
で
あ
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
減
少
傾

向
に
あ
る
。
生
産
農
家
戸
数
は
一
九
八
〇
年
に
は

七
五
万
戸
あ
っ
た
が
、
九
九
年
に
は
二
四
万
戸
に

減
っ
て
い
る
。
な
お
、
県
別
に
み
る
と
、
静
岡
県

が
全
国
の
栽
培
面
積
の
四
一
・
七
％
を
占
め
、
第

二
位
の
鹿
児
島
県
が
一
六
・
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　

国
産
の
茶
の
う
ち
一
番
茶
は
玉
露
等
に
使
わ

れ
、
飲
料
用
に
使
わ
れ
る
の
は
主
に
二
番
茶
以

降
で
あ
る
が
、
茶
系
飲
料
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら

ず
国
内
の
茶
生
産
が
減
少
し
て
い
る
の
は
、
茶
葉

（
リ
ー
フ
）
と
し
て
の
茶
の
消
費
量
が
低
迷
し
て

い
る
と
と
も
に
、
茶
系
飲
料
の
原
料
の
輸
入
依
存

度
が
増
大
し
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

輸
入
茶
と
国
産
茶
は
あ
る
程
度
棲
み
分
け
が
で

き
て
お
り
、
輸
入
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
産

茶
の
平
均
価
格
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
き
た
が
、

輸
入
茶
と
競
合
す
る
二
番
茶
以
降
の
価
格
は
低
下

傾
向
に
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
徹
朗
）
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